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「コロナ禍を契機とした障害のある人との新しい仕事づくり」の調査と発信



2020年度の障害のある人の状況 ： はたらく選択肢が少なく、所得が少ない現状

施設種別
平均賃金・工賃

施設数
人数
(約)

月額 時間額

就労継続支援
Ａ型事業所（雇用型）

79,625円 899円 3,757 カ所 7万人

就労継続支援
B型事業所（非雇用型）

15,776円 222円 13,441 カ所 25万人

※参考） 厚生労働省 令和２年度工賃（賃金）の実績について

福祉事業所で就労する障害のある人の所得

964万人
58万人
32万人

総数
企業の雇用
福祉事業所で就労



コロナ禍で障害福祉事業所の生産活動が大幅な減収をたどっています。

コロナ禍を契機とした障害のある人の新しい仕事づくりの調査と発信

★障害福祉事業所の新しい活動のためにやるべきこと

状況例

■得意先である企業の売上の減少
■販売委託先の休業や営業自粛
■イベントの延期や中止
■パン販売やカフェなど実店舗の縮小営業や客足減少
■減収したことで勤務をストップさせられたり、ウイルス感染の不安から外出が困難になったりと、
働きたくても働けない障害のある人も増えている

■今後も企業の減収が見込まれ、企業に依存する多くの事業所にとっては先行きが見えない状況

自主製品をつくることに挑戦したり、WEBショップを始めたり、在宅勤務を試行したり、
インターネットを活用した事業に取り組みたいと考えている事業所が増えてきました。

きょうされん（旧称：共同作業所全国連絡会）2020年7月10日～16日調査結果

●348カ所の事業所のうち81%の事業所が5月の売上は前年同月で43%減収
●障害のある人たちの工賃（1ヵ月の賃金）は平均11,302円

原因
・
影響
・
課題

障害のある人の個性や能力に目をむけ、福祉施設・団体の状況も理解しながら仕事をつくり展開するための事例・ヒントを発信する

休眠預金活用のキッカケ



障害のある人の仕事づくりに関する相談窓口

2021年２月１日～9月30日

①調査 ②発信

③相談窓口

2020年11月25日～2021年1月10日

159件の回答（688ヵ所に依頼 23%） + 海外6件

WEBサイトや冊子化による発信および社会共有

2021年２月１日～9月30日



情報交換会の開催

有識者（福祉、ビジネス、ソーシャルメディア、アートなど）とともに、アンケートの回答団体のなかから、
特筆すべき22団体をピックアップし、さらに詳しく事業や工夫についてインタビューをおこなった。

このとき、インタビューを閉鎖的にせずオープンにするため「情報交換会」をオンラインで２回開催した。
第1回 2020年2月19日～20日 13団体 ［参加者のべ195名］
第2回 2021年4月16日～17日 ６団体 ［参加者 のべ100名］

インタビューを公開形式にしたことで、
・ コロナ禍の緊急時において、事業アイデアや工夫の実践をいち早く共有することができた。
・ 事務局の質問だけでなく、全国の事業所の現場の人たちからの質問（声）を聴くことができた。
・ インタビューと同時に、相談を受けたり、新しい情報を提供してもらうことができた。

note を中心に情報発信とアーカイブ
コンテンツ配信プラットフォーム



障害のある人との仕事づくりで、

今後のヒントにもなる工夫をQ＆A形式で冊子化

A5サイズ 160ページ 16件の取り組みを紹介



●高い工賃や就労率をどのように達成してきたのでしょうか？

●コロナ禍に入って収益がかえって上がったそうですね。
その理由を聞かせていただけますか？

●それは花屋さんにとっても、よいことなのではないでしょうか？

●スマートアグリシステムのなかで、
障害のある人はどのような仕事を担うのでしょうか？






